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 ３－３ 行為の制限（景観形成基準）                              

 

◆表－景観形成基準 

区分 景観形成基準 

共通 

基準 

・地区毎の景観特性に配慮しながら，周辺景観に調和する古河らしい風格と魅力ある景観の形成

を図ること。 

・自然，歴史・文化等の景観資源や良好な眺望景観の保全に配慮すること。 

建
築
物 

位
置
配
置
等 

・行為地の選定にあたっては，良好な眺望景観が得られる眺望点周辺において，眺望の妨げとな

らないよう，特に配慮すること。 

・街なみが連続している地区においては，壁面線の位置や高さを統一するなど，街なみの調和や

連続性に配慮すること。 

・建築物を建築する場合は，歴史・文化等の景観資源を阻害しないよう，その位置や規模につい

て配慮すること。 

形
態
意
匠 

【基本的事項】 

・全体的に違和感のないまとまりのある形態意匠とすること。特に，歴史的建造物の近傍や沿道

景観の整っている地区では，形態意匠の調和や連続性に十分配慮すること。 

【高さ】 

・周辺景観や隣接する建物との調和に配慮し，できる限り高さを抑えること。 

・河川沿いや台地端部などに立地する場合は，良好な眺望景観の保全に十分配慮した高さとす

ること。 

【屋根・壁面・開口部等】 

・意匠を工夫し，威圧感及び圧迫感を軽減するよう配慮すること。 

【低層部の形態・意匠】 

・商業・業務系地区では，地区の特性や歩行者に配慮し，低層階の意匠及び用途について，にぎ

わいや街なみの連続性確保に努めること。 

色
彩 

・建築物の屋根，外壁及び屋上設備等の色彩は，以下の表で定める範囲で，できる限り低彩度

とし，高明度とならないよう努めること。ただし，伝統素材や自然素材で材料本来の素材色を

除く。 

・アクセントカラーを使用する場合は，高彩度の色の使用は避け，できる限り使用する面積を抑

えるとともに，周辺景観や建物との調和に十分配慮すること。 

 

色  相（系） 彩   度 

区     分 市街化区域 市街化調整区域 

R（赤） ４以下 ２以下 

YR（黄赤） ６以下 ４以下 

Y（黄） ４以下 ２以下 

GY（黄緑），G（緑），BG（青緑），B（青），PB

（青紫），P（紫），RP（赤紫） 
４以下 ２以下 

． 
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